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１８６号
2025年１１月１８日

高
市・ト
ラ
ン
プ
打
倒
掲
げ
デ
モ
行
進

東
京
高
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

５
３
４
５
筆
（
25
年
11
月
18
日
）

11・２芝公園に２１５０人
国鉄闘争の地平と国際連帯で反戦闘争と
階級的労働運動の新たな出発点を確認

生
さ
せ
る
決
意
を
固
め
る
場
と
な
っ

た
。
韓
国
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
海
外
の

労
働
組
合
代
表
も
参
加
し
、
国
境
を

超
え
た
連
帯
の
力
で
戦
争
を
止
め
、

社
会
を
変
革
す
る
新
た
な
歴
史
的
挑

戦
を
確
認
し
た
。

　
冒
頭
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
呼
び

か
け
人
の
金
元
重
さ
ん
が
前
日
の
国

際
連
帯
集
会
を
報
告
し
、「
反
戦
闘

争
を
日
本
で
本
格
的
に
築
く
た
め
、

こ
の
場
で
課
題
を
明
確
に
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

 

続
い
て
三
里
塚
空
港
反
対
同
盟
の

市
東
孝
雄
さ
ん
、
福
島
「
希
望
の
牧

場
」
代
表
・
吉
澤
正
巳
さ
ん
、
ア
ラ

ブ
未
来
協
会
の
田
中
博
一
さ
ん
が
連

帯
の
あ
い
さ
つ
。
原
発
再
稼
働
や
ガ

ザ
で
の
虐
殺
な
ど
国
内
外
の
問
題
を

結
び
つ
け
、「
反
戦
・
反
差
別
・
反

〝
１
月
23
日
の
裁
判
に
大
結
集
を
〟

動
労
千
葉
副
委
員
長
　
中
村 

仁

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争

お
よ
び
動
労
千
葉
へ
の
ご
支
援
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
９
月
19
日
の
東
京
高
裁
裁
判
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
勝
利
の
一

歩
と
な
り
ま
し
た
。
裁
判
所
は
警
備

法
廷
を
設
定
し
、
一
発
結
審
を
強
行

し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
全
国
の
皆

さ
ん
の
結
集
、
裁
判
所
包
囲
デ
モ
、

傍
聴
席
を
埋
め
尽
く
す
存
在
が
勝
利

を
か
ち
と
っ
た
最
大
の
要
因
で
す
。

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
動
労
千
葉
の
裁
判
闘
争
で
は
、

２
０
１
５
年
６
月
の
最
高
裁
判
決

で
、「
国
鉄
は
当
初
、
組
合
員
を
採

用
候
補
者
名
簿
に
記
載
す
る
方
針
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
当
労

働
行
為
の
意
思
の
も
と
記
載
し
な

か
っ
た
の
は
不
当
労
働
行
為
と
推
認

さ
れ
る
」
と
画
期
的
な
判
決
を
か
ち

と
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
運
動
と

10
万
１
２
３
５
筆
の
署
名
と
い
う
圧

倒
的
成
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
成
果
に
基
づ
き
、
私
た
ち
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
採
用
と
団
体
交
渉
を

求
め
て
い
ま
す
。
裁
判
闘
争
で
は
新

た
な
解
雇
撤
回
署
名
も
呼
び
か
け
、

多
く
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
署
名
活

動
は
闘
い
の
力
と
な
る
重
要
な
手
段

で
す
。
第
２
回
は
１
月
23
日
で
す
。

ぜ
ひ
再
結
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
戦
争
の
危
機
が
深
ま
る

中
、
私
た
ち
は
戦
争
に
絶
対
反
対
の

声
を
上
げ
続
け
ま
す
。
戦
争
は
労
働

者
階
級
へ
の
理
不
尽
な
攻
撃
で
あ

り
、
命
と
自
由
を
奪
う
も
の
で
す
。

生
き
る
た
め
、
自
由
の
た
め
、
団
結

の
た
め
に
声
を
上
げ
続
け
、
裁
判
闘

争
に
勝
利
し
、
不
当
に
解
雇
さ
れ
た

仲
間
を
職
場
に
戻
す
ま
で
と
も
に
闘

い
ま
し
ょ
う
。心
も
体
も
一
つ
で
す
。

闘
い
ま
し
ょ
う
。

■
次
回
裁
判
は
26
年
１
月
23
日
15
時

30
分
～
東
京
高
裁
１
０
１
号
法
廷

　
11
月
２
日
、
東
京
・
芝
公
園
で

「
11
・
２
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

＆
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
１
万
人
大

行
進
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

２
１
５
０
人
が
結
集
し
た
。

 

集
会
は
、
中
国
侵
略
戦
争
へ
突
き

進
む
高
市
政
権
を
打
倒
し
、
連
合
路

線
に
抗
し
て
階
級
的
労
働
運
動
を
再

原
発
」
の
闘
い
を
一
体
で
進
め
る
重

要
性
を
訴
え
た
。

　
基
調
報
告
で
は
、
動
労
千
葉
の
関

道
利
委
員
長
が
四
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
再
確
認
。
中
国
侵
略
戦
争
阻
止
、

差
別
・
排
外
主
義
と
の
闘
い
、
連
合

に
対
抗
す
る
新
し
い
労
働
運
動
の
構

築
、
高
市
政
権
打
倒
と
闘
う
労
働
者

の
党
の
創
出
な
ど
を
掲
げ
、「
国
鉄

分
割
・
民
営
化
に
抗
し
て
闘
い
続
け

て
き
た
私
た
ち
こ
そ
が
、
社
会
変
革

へ
の
挑
戦
権
を
持
つ
」
と
力
強
く
宣

言
し
た
。

　

国
際
連
帯
の
訴
え

　
海
外
か
ら
の
報
告
で
は
、
韓
国
・

民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部
の
キ
ム

ホ
ジ
ョ
ン
事
務
処
長
が
「
ユ
ン
政
権

退
陣
闘
争
を
超
え
社
会
大
改
革
の
道

を
切
り
開
い
た
」
と
語
り
、
米
主
導

の
軍
拡
政
策
へ
の
批
判
と
共
に
「
米

日
に
よ
る
中
国
侵
略
戦
争
阻
止
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
共
感
を
表
明
し
た
。

韓
国
・
旭
硝
子
支
会
の
チ
ャ
ホ
ノ
支

会
長
は
非
正
規
職
撤
回
闘
争
の
勝
利

を
報
告
し
、
国
際
的
な
団
結
の
意
義

を
強
調
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
の
Ｓ
Ｉ
コ
バ
ス
の
ロ
ベ

ル
ト
・
ル
ッ
チ
さ
ん
や
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
社
会
主
義
運
動
家
キ
ー

ス
・
ド
ッ
ズ
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
、
闘

争
の
国
際
的
広
が
り
が
示
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
在
日
外
国
人
労
働
者
の
発

言
が
続
き
、
入
管
法
改
悪
や
排
外
主

義
に
抗
し
て
共
に
闘
う
決
意
を
共
有

し
た
。
続
い
て
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
な
ど
国
鉄
闘
争
の
訴
え
が
行
わ

れ
、
Ｊ
Ｒ
再
編
・
外
注
化
攻
撃
と
対

決
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。

　
集
会
後
半
で
は
、
改
憲
・
戦
争
阻

止
！
大
行
進
呼
び
か
け
人
の
高
山
俊

吉
さ
ん
が
「
自
民
・
維
新
の
連
立
は

危
機
の
産
物
で
あ
り
、
侵
略
戦
争
に

突
進
す
る
政
治
を
打
ち
破
る
時
」
と

訴
え
、
沖
縄
・
広
島
・
教
育
・
郵
政

な
ど
の
発
言
が
続
い
た
。
全
学
連
代

表
は
「
侵
略
を
内
乱
に
転
化
す
る
闘

い
の
先
頭
に
立
つ
」
と
宣
言
し
、
青

年
・
学
生
の
決
意
を
示
し
た
。

　

高
市
打
倒
の
デ
モ

　
最
後
に
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
呼

び
か
け
人
の
浅
川
雅
己
・
札
幌
学
院

大
学
教
授
が
「
困
難
を
乗
り
越
え
運

動
は
前
進
し
て
い
る
」
と
総
括
。
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
で
集
会
を
終
え
た
。

 

集
会
後
、
参
加
者
は
「
高
市
・
ト

ラ
ン
プ
打
倒
」「
日
米
戦
争
同
盟
粉

砕
」「
中
国
侵
略
戦
争
阻
止
」を
掲
げ
、

新
橋
か
ら
日
比
谷
公
園
ま
で
デ
モ
行

進
。
沿
道
か
ら
は
熱
い
声
援
が
送
ら

れ
た
。
11
月
労
働
者
集
会
は
、
改
憲

と
戦
争
へ
の
道
を
阻
む
新
た
な
出
発

点
と
し
て
、
国
際
的
連
帯
の
力
を
明

確
に
示
し
た
。

 １０４７名
解雇撤回
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統
制
の
強
化
は
、
か
つ
て
の
戦
時
体

制
の
再
現
で
あ
り
、
新
た
な
国
家
総

動
員
体
制
の
構
築
だ
。

職
場
生
産
点
の
闘
い

　
現
場
で
声
を
上
げ
、
ス
ト
ラ
イ
キ

で
生
産
を
止
め
る
労
働
者
の
闘
い
は

戦
争
を
止
め
る
力
だ
。
労
働
組
合
の

存
在
と
闘
い
が
問
わ
れ
て
い
る
。
戦

争
を
止
め
る
た
め
に
、
鉄
道
・
学
校
・

港
湾
・
工
場
・
病
院
な
ど
、
職
場
生

産
点
で
働
く
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ

に
立
ち
上
が
る
こ
と
が
決
定
的
だ
。

列
車
が
止
ま
り
、
港
が
止
ま
り
、
病

院
が
軍
事
動
員
を
拒
否
し
た
と
き
、

戦
争
国
家
の
歯
車
は
止
ま
る
。

　
10
月
３
日
、
イ
タ
リ
ア
で
行
わ
れ

た
全
国
ゼ
ネ
ス
ト
は
、
ま
さ
し
く
職

場
生
産
点
か
ら
の
闘
い
の
強
力
な
実

例
と
な
っ
た
。こ
の
日
、鉄
道
・
港
湾
・

物
流
・
教
育
・
病
院
な
ど
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
多
く
が
停
止
し
た
。
イ
タ
リ

ア
全
土
で
鉄
道
・
バ
ス
・
公
共
交
通

機
関
が
運
休
・
遅
延
し
、地
域
に
よ
っ

て
は
学
校
の
授
業
が
中
止
、
病
院
で

は
非
緊
急
医
療
行
為
の
延
期
が
報
じ

ら
れ
た
。

　
11
・
２
労
働
者
集
会
に
参
加
し
た

Ｓ
Ｉ
コ
バ
ス
は
物
流
・
港
湾
・
鉄
道

分
野
を
中
心
と
し
た
戦
略
的
ス
ト
ラ

イ
キ
を
先
導
し
、「
す
べ
て
を
止
め

よ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
港

湾
ゲ
ー
ト
や
物
流
ハ
ブ
を
実
際
に
封

鎖
・
遅
延
さ
せ
る
行
動
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
ゼ
ネ
ス
ト
は
ガ
ザ
向
け
人
道

支
援
船
が
イ
ス
ラ
エ
ル
海
軍
に
拿
捕

さ
れ
た
事
件
へ
の
抗
議
と
し
て
闘
わ

れ
、
イ
タ
リ
ア
各
地
で
「
武
器
・
弾

薬
の
積
出
を
港
で
止
め
よ
う
」「
物

流
を
戦
争
に
使
わ
せ
な
い
」「
私
た

ち
は
戦
争
に
協
力
し
な
い
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、
職
場
か
ら

社
会
を
止
め
る
動
き
と
な
っ
た
。

　
病
院
・
学
校
・
教
育
現
場
で
も
、「
戦

争
の
た
め
の
動
員
拒
否
」「
命
を
守

  

あ
ら
た
め
て
問
う

国
鉄
闘
争
の
意
義  

中
国
侵
略
戦
争
に
突
進
す
る
高
市
政
　

　
権

と
対
決
を

鉄道・港湾・病院で社会を止めたイタリア反戦ゼネスト

同
声
明
で
「
地
域
の
安
定
と
平
和
に

対
す
る
責
任
」
を
強
調
し
た
。
声
明

は
中
国
を
「
国
際
秩
序
に
対
す
る
深

刻
な
挑
戦
」
と
明
記
し
、
台
湾
問
題

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　
同
時
に
、
防
衛
装
備
品
の
共
同
生

産
・
技
術
協
力
の
加
速
、
無
人
機
・

サ
イ
バ
ー
防
衛
で
の
連
携
強
化
な
ど

に
つ
い
て
も
合
意
。
防
衛
相
会
談
で

は
、
防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
と
す

る
目
標
の
前
倒
し
実
現
を
日
本
側
が

表
明
。
米
側
は
日
米
同
盟
を
「
イ
ン

ド
太
平
洋
地
域
の
基
軸
」
と
し
て
再

定
義
し
、
自
衛
隊
と
米
軍
の
相
互
運

用
性
の
一
層
の
強
化
を
求
め
た
。

　
こ
れ
ら
は
自
衛
隊
の
役
割
拡
大
と

集
団
的
自
衛
権
の
実
戦
的
運
用
を
前

提
と
す
る
政
策
で
あ
る
。
米
日
両
国

は
台
湾
や
東
ア
ジ
ア
の
有
事
を
想
定

し
た
軍
事
体
制
の
構
築
を
加
速
さ
せ

て
い
る
。

　

３
文
書
の
再
改
定

　
高
市
政
権
は
防
衛
政
策
の
中
核
と

し
て
、
岸
田
政
権
が
22
年
末
に
閣
議

決
定
し
た
「
安
保
３
文
書
」
の
再
改

定
を
打
ち
出
し
た
。

▦
「
反
撃
能
力
」
概
念
の
明
確
化

指
示
。「
同
盟
国
」
と
の
武
器
の
共

同
開
発
を
推
進
し
、
民
間
企
業
の
参

る
現
場
か
ら
戦
争
に
協
力
し
な
い
」

と
い
う
決
断
が
表
明
さ
れ
た
。
ま
さ

に
「
職
場
生
産
点
か
ら
戦
争
を
止
め

る
」
の
生
き
た
事
例
だ
。
国
家
が
戦

争
遂
行
と
戦
争
体
制
を
支
え
る
イ
ン

フ
ラ
を
担
う
職
場
を
反
戦
闘
争
の
現

場
に
変
え
る
試
み
だ
。

　

国
鉄
闘
争
の
経
験

　
連
合
の
産
業
報
国
会
化
路
線
と
対

決
し
、
職
場
生
産
点
か
ら
労
働
者
の

反
戦
・
反
侵
略
の
運
動
を
甦
ら
せ
よ

う
。
職
場
で
の
統
制
強
化
、
非
正
規

雇
用
拡
大
、
過
労
死
水
準
の
長
時
間

労
働
―
―
す
べ
て
戦
時
型
経
済
の
準

備
だ
。
現
場
か
ら
異
議
を
突
き
つ
け

労
働
者
の
団
結
に
よ
っ
て
戦
争
を
止

め
る
力
を
再
構
築
し
よ
う
。

　
労
働
者
の
国
際
連
帯
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
決
定
的
だ
。
ガ
ザ
で
の
虐

殺
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
へ
の
抵
抗
、

韓
国
民
主
労
総
の
ス
ト
、
欧
州
の
ゼ

ネ
ス
ト
―
―
こ
れ
ら
は
孤
立
し
た
闘

い
で
は
な
く
、
世
界
の
労
働
者
が
資

本
と
帝
国
主
義
の
戦
争
政
策
に
抗
す

る
共
通
の
潮
流
だ
。
日
本
の
労
働
者

も
そ
の
一
翼
を
担
お
う
。

　
職
場
に
根
を
張
り
、
解
雇
と
弾
圧

に
屈
せ
ず
闘
い
抜
い
た
国
鉄
分
割
・

民
営
化
反
対
闘
争
の
経
験
は
、
そ
の

後
の
イ
ラ
ク
反
戦
闘
争
、
韓
国
民
主

労
総
や
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
（
米
国
際
港
湾
倉

庫
労
組
）
や
Ｕ
Ｔ
Ｌ
Ａ
（
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
市
教
組
）な
ど
と
の
国
際
連
帯
、

外
注
化
阻
止
闘
争
な
ど
の
資
本
と
の

攻
防
な
ど
を
切
り
開
い
た
。
闘
う
労

働
運
動
の
再
生
は
未
来
を
切
り
開
く

力
だ
。

　
労
働
者
が
主
人
公
と
な
る
社
会
を

職
場
と
街
頭
か
ら
創
り
出
そ
う
。
戦

争
動
員
を
拒
否
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ

を
、
鉄
道
・
学
校
・
港
湾
・
工
場
・

病
院
の
現
場
か
ら
実
際
に
組
織
す
る

こ
と
こ
そ
戦
争
を
止
め
る
力
だ
。

入
も
促
進
、
産
学
官
一
体

の
軍
需
生
産
体
制
を
構
築

を
図
る
。

▦
軍
事
費
倍
増
の
前
倒
し

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
の
目
標

を
27
年
度
か
ら
25
年
度
中

に
前
倒
し
実
現
。
医
療
・

教
育
・
社
会
保
障
費
の
削

減
で
財
源
を
捻
出
。

　
―
―
な
ど
が
焦
点
と

な
っ
て
い
る
。

　
高
市
は
非
核
３
原
則
に

つ
い
て
も
、
衆
院
予
算
委

で
「
今
後
も
堅
持
す
る

か
」
を
問
わ
れ
た
際
、「
安

保
３
文
書
は
こ
れ
か
ら
見

直
し
作
業
が
始
ま
る
。
書

き
ぶ
り
を
私
か
ら
申
し
上

げ
る
段
階
で
は
な
い
」
と

明
言
を
避
け
た
。「
持
ち

込
ま
せ
ず
」
見
直
し
は
か

ね
て
か
ら
の
高
市
の
持
論

だ
。
原
潜
導
入
の
動
き
も

加
速
し
て
い
る
。

台
湾
有
事
を
明
言

　
高
市
は
「
台
湾
の
安
全

は
日
本
の
安
全
と
直
結
す

る
」
と
一
貫
し
て
述
べ
、

衆
院
予
算
委
員
会
で
の
質

疑
応
答
（
11
月
７
日
）
で 

台
湾
海
峡
の
緊
張
を
「
存

立
危
機
事
態
」
に
該
当
し

得
る
と
発
言
。「
戦
艦
を

使
い
、
武
力
の
行
使
も
伴

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
導
入
す
る
セ
カ
ン

ド
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
制
度
に
お
い

て
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
シ
ニ
ア
社
員
向
け
再

雇
用
先
）
の
運
転
業
務
を
希
望
し
た

動
労
千
葉
組
合
員
が
全
員
不
採
用
と

な
っ
て
い
る
。

　
同
制
度
の
説
明
会
が
今
年
７
月
末

か
ら
８
月
上
旬
に
実
施
さ
れ
、
そ
の

後
の
募
集
に
応
募
し
た
社
員
を
対
象

に
面
談
が
行
わ
れ
た
。

　
面
談
で
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
の
担
当
者

は
、「
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
関
係

で
は
構
内
業
務
は
な
い
」「
仕
業
・

構
内
は
募
集
し
て
い
な
い
」「
人
員

は
足
り
て
い
る
」
と
回
答
。

　
ま
た
「
い
す
み
鉄
道
の
検
修
」「
東

日
本
物
流
の
品
出
し
業
務
」「
メ
デ
ィ

ア
・
清
掃
」「
警
備
」
と
い
っ
た
業

務
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
泊
勤

務
の
あ
る
業
種
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
た
組
合
員
に
は
、
警
備
で
京
葉
線

市
川
地
区
な
ら
あ
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
が
通
勤
距
離
な
ど
条
件
の
合

わ
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
。

　
結
果
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
運
転
業
務
を
希

望
し
た
組
合
員
は
全
員
、
希
望
通
り

の
配
置
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

会
社
は
説
明
拒
否

　
動
労
千
葉
は
10
月
31
日
に
Ｊ
Ｒ
千

葉
支
社
と
団
体
交
渉
を
行
い
、
制
度

に
応
募
し
た
組
合
員
が
希
望
す
る
職

種
・
勤
務
地
で
再
雇
用
す
る
よ
う
追

及
し
た
。

　
組
合
は
、
対
象
者
が
２
０
１
２
年

の
検
修
業
務
外
注
化
以
降
、
出
向
を

含
め
仕
業
構
内
や
上
回
り
検
修
業
務

な
ど
に
従
事
し
て
き
た
こ
と
を
指

摘
。
現
場
経
験
や
ス
キ
ル
を
活
か
す

観
点
か
ら
、
希
望
す
る
職
種
・
勤
務

地
で
の
就
労
が
最
適
で
あ
る
と
主
張

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
は
「
再
雇
用
は
グ

ル
ー
プ
会
社
の
雇
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
調
整
可
能
な
場
合
に
行
う
」
と
回

答
し
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
運
転
業
務
に
関
す
る

採
用
枠
が
な
い
理
由
に
つ
い
て
は

「
内
容
は
話
せ
な
い
」
と
説
明
を
拒

否
。
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ

制
度
は
70
歳
ま
で
の
就
労
機
会
を
確

保
す
る
「
努
力
義
務
」
に
と
ど
ま
り
、

必
ず
し
も
雇
用
が
保
証
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
述
べ
た
。

　

外
注
化
が
元
凶
だ

　
そ
も
そ
も
２
０
１
２
年
に
な
ん
の

技
術
力
も
な
い
Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
検
修
業
務

を
外
注
化
し
、
Ｊ
Ｒ
出
向
者
で
業
務

を
行
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
の
は
Ｊ
Ｒ

だ
。
今
な
お
エ
ル
ダ
ー
や
若
年
出
向

を
含
む
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
出
向
者
抜
き
に

は
業
務
が
回
ら
な
い
の
が
現
実
だ
。

外
注
化
を
撤
回
し
、
Ｊ
Ｒ
で
65
歳
以

降
も
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
の
が
当

然
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
は
自
ら
こ
う
し
た
現
実
を

作
っ
て
お
き
な
が
ら
、「
雇
用
ニ
ー

ズ
が
な
い
」「
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
判
断
だ
」

な
ど
と
回
答
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許

せ
な
い
。
動
労
千
葉
を
排
除
す
る
た

め
の
真
っ
赤
な
ウ
ソ
だ
。

　
業
務
が
外
注
化
さ
れ
た
と
は
い

え
、
鉄
道
業
務
の
一
線
を
担
い
、
安

全
を
確
保
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
労
働

者
に
対
し
て
65
歳
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
こ
ん
な
仕
打
ち
は
認
め
ら
れ

な
い
。
動
労
千
葉
は
、
外
注
化
に

よ
っ
て
現
場
経
験
を
積
ん
だ
ベ
テ
ラ

ン
社
員
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
現
状

を
踏
ま
え
、
希
望
職
種
・
勤
務
地
で

の
再
雇
用
を
徹
底
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

　
高
市
政
権
が
自
民
党
と
日
本
維
新

の
会
の
連
立
体
制
と
し
て
発
足
し

た
。
政
権
発
足
直
後
か
ら
、
安
全
保

障
・
防
衛
政
策
を
め
ぐ
る
方
針
が
最

大
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
高
市
政

権
の
政
策
は
、
中
国
侵
略
戦
争
に
向

け
て
日
米
同
盟
の
強
化
・
深
化
を
打

ち
出
し
つ
つ
日
本
帝
国
主
義
の
「
自

主
防
衛
力
」の
確
立
を
図
る
も
の
だ
。

　

大
軍
拡
を
宣
言

　
高
市
首
相
は
就
任
演
説
で
「
主
体

的
に
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を
進
め

る
」
と
宣
言
。
防
衛
予
算
の
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
％
を
「
今
年
度
中
に
前
倒
し

て
措
置
を
講
じ
る
」
と
述
べ
、
さ
ら

に
国
内
防
衛
産
業
の
再
構
築
、
サ
イ

バ
ー
・
宇
宙
・
Ａ
Ｉ
分
野
を
含
む
安

全
保
障
戦
略
の
推
進
を
明
言
し
た
。

　
ま
た
岸
田
政
権
が
策
定
し
た
「
安

保
３
文
書
（
国
家
安
全
保
障
戦
略
、

防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整
備
計
画
）」

に
つ
い
て
、よ
り
短
期
間
で
実
行
し
、

実
戦
体
制
へ
移
行
す
る
意
図
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
10
月
末
の
日
米
首
脳
会
談
で
は
、

ト
ラ
ン
プ
と
高
市
が
「
日
米
同
盟
の

新
た
な
黄
金
時
代
」
を
宣
言
し
、
共

す
る
か
は
、
実
際
に
発
生
し
た
事
態

の
個
別
具
体
的
な
状
況
を
み
て
総
合

判
断
す
る
」
と
説
明
し
た
。

　
こ
の
発
言
は
、
自
衛
隊
が
実
際
に

「
台
湾
有
事
」
に
参
戦
す
る
意
思
を

明
確
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
有
事

の
際
に
、
在
日
米
軍
基
地
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
自
衛
隊
に
よ

る
「
警
護
・
支
援
」「
通
信
・
情
報

支
援
」
な
ど
の
法
制
度
整
備
を
急
い

で
い
る
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

ス
パ
イ
防
止
法
も

　
ま
た
、「
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
再

検
討
を
進
め
て
お
り
、
政
府
は
「
機

密
保
全
」「
外
国
勢
力
の
浸
透
防
止
」

を
名
目
に
、
報
道
機
関
や
労
働
組

合
、
市
民
団
体
へ
の
監
視
の
合
法
化

を
狙
っ
て
い
る
。
情
報
管
理
の
強
化

は
、
戦
時
下
の
「
思
想
統
制
」「
治

安
維
持
法
」
の
再
来
だ
。
労
働
運
動

や
反
戦
運
動
に
対
し
て
「
安
全
保
障

上
の
リ
ス
ク
」
と
し
て
公
然
と
弾
圧

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　
防
衛
政
策
の
強
化
と
並
行
し
て
、

経
済
・
技
術
分
野
で
も
「
安
全
保
障

化
」
が
進
行
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
・
半

導
体
・
造
船
・
航
空
宇
宙
な
ど
を
「
戦

略
的
重
要
分
野
」
と
位
置
づ
け
、
国

家
資
金
を
投
じ
た
官
民
一
体
の
投
資

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
を
「
危
機

管
理
投
資
」
と
称
し
、
防
衛
関
連
企

業
へ
の
公
的
支
援
を
拡
大
す
る
こ
と

で
、
民
間
経
済
そ
の
も
の
を
軍
需
経

済
へ
と
組
み
込
む
構
想
だ
。

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
の
軍
事
費
達
成

は
、
社
会
保
障
の
削
減
と
増
税
を
不

可
避
と
す
る
。

　
教
育
・
福
祉
・
医
療
が
切
り
捨
て

ら
れ
、
若
者
を
「
国
防
人
材
」
と
し

て
動
員
す
る
歴
史
の
再
来
だ
。
防
衛

産
業
の
再
編
、
軍
需
経
済
化
、
労
働

る
つ
も
り
は
な
い
」
と
述

べ
、「
ど
の
よ
う
な
事
態

が
存
立
危
機
事
態
に
該
当

Ｃ
Ｔ
Ｓ
、運
転
職
場
希
望
者
を
全
員
不
採
用

動
労
千
葉
が
団
体
交
渉
で
怒
り
の
追
及

　「
反
撃
能
力
の
明
確
化
・

強
化
」
を
重
要
課
題
と
し
て

掲
げ
、
敵
基
地
攻
撃
を
含
む

「
自
衛
権
行
使
」
の
条
件
を

よ
り
具
体
的
に
規
定
し
、「
先

制
攻
撃
」
を
実
質
的
に
可
能

に
す
る
方
向
へ
の
転
換
。

▦
防
衛
産
業
基
盤
の
強
化

　「
防
衛
生
産
基
盤
・
技
術

基
盤
の
強
化
」
方
針
を
明
確

に
出
し
て
お
り
、
武
器
の
輸

出
や
共
同
開
発
に
つ
い
て
定

め
た
防
衛
装
備
移
転
３
原
則

に
つ
い
て
も
緩
和
の
検
討
を

う
も
の
で
あ
れ
ば
、
存
立
危
機
事
態

に
な
り
得
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
私
は

考
え
る
」
と
明
言
し
た
。

　
さ
ら
に
、
11
月
10
日
の
衆
議
院
予

算
委
員
会
で
も
、「
発
言
を
撤
回
す


